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趣旨

　若者は今何を考え、何を求めているのか。未来を担う若い世代にとっての生きやすい社会を実現
するため、彼らのジェンダー意識や課題を理解し、今の私たちに何ができるか、具体的なアクショ
ンを考えました。

第１部： 基調講演
「データから見る、今の若者のジェンダー観について」

講師：櫻
さくらい

井 彩
あや

乃
の

（一般社団法人GENCOURAGE代表理事）

　私は1995年生まれで、女性の地位
向上をめざしたあの北京会議の開催年
と同い年なんです。この30年で、日
本や世界はどれだけジェンダー平等に
近づいたのか。私自身、この問いに向
き合って活動しています。
　 私 が 立 ち 上 げ た GENCOURAGE

（ジェンカレッジ）は、主に30歳以下
の若い人と一緒に、日本に存在する
ジェンダーギャップを、私たち自身の
アクションで変えていくための学びと行動の場を提供しています。活動の柱は、単なる勉強会では
なく、若者の意見をしっかり政策に反映させることです。
　実際、2020年以降、私は内閣府男女共同参画局や、財務省の政府税制調査会、財政制度等審議
会といった場で、税制や古い制度にジェンダー視点を導入したり、こども家庭庁の立ち上げにも関
わり、早い段階からジェンダーの刷り込みが行われないようにする取り組みもしています。奈良県
では「子ども・若者の意見をどうやって聞いて、取り組みに反映していくか」というアドバイザー
も務めています。
　私がなぜこの活動に人生を捧げようと思ったのか。原点は、高校２年生のときです。同級生から「女
は黙って可愛くしとけばいいんだよ」と言われて、私は衝撃を受けました。幸いなことに、私は「女
の子だからこうしなさい」とあまり言われずに育ったのですが、この一言に「なぜ同じ人間なのに

記念シンポジウム

大学生と考える！ジェンダー平等って何ですか？
　　　～自分たちの未来を変えるために～

日時 10月４日（土）14:50～16:30
会場 奈良県橿原文化会館　大ホール
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性別で人生の選択肢が違うんだろう」という疑問が湧いたんです。
　そして、世界には女の子というだけで殺されたり、教育を受けられない子がいると知って、「性
別に関係なく選べる社会」のために自分の人生を使おうと決めました。
　活動を通して、女性の権利のために尽力されてきた「先輩方」の存在が、私たち若者を支えてく
れていると実感しました。ジェンダー平等の鍵は、この先輩方の活動と、私たち若者の新しい視点
を掛け合わせることだと確信しています。ただ、残念ながら、世界全体でジェンダー格差が完全に
解消されるまでには、あと123年もかかると言われています。次の世代に不平等な社会を残したく
ない、この思いで活動を続けています。
若者のジェンダー意識に関するリアルなデータ
　「今の若い人たちはジェンダー平等の意識が高いんでしょ？」と思われがちですが、データを見
ると「そうとも言えない」側面も見えてきます。
　まず、日本財団の６カ国比較調査を見ると、日本の若者が考える最も重要な課題は、１位が「少
子化」（47.6%）、２位が「高齢化」（39.3%）、３位が「経済成長」（25.2%）で、「ジェンダー格差」
は５位（19.3%）なんです。他国と比べると、日本独自の少子高齢化や経済の課題が、若者の関
心事として強く出ていることが分かります。
　一方で、働き方や家庭観を見ると、少しずつ変化が見えます。厚生労働省の調査では、「家庭よ
りも仕事を優先する」（69.9%）や「自分のキャリアよりも家庭を優先する」（72.9%）といった
項目について、約７割が「男女は関係ない」と回答しています。ただ、国際的に見ると、「夫婦両
方が働いていることが一般だ」という考え方は、日本が66.6%と、他国（アメリカ、イギリス、
中国など）より低いんです。特に、学歴や所得が高い女性は結婚相手を見つけにくいと思っている
人が、日本は55%と、他国に比べて顕著に低いのも特徴的です。これは、日本社会に根強く残る「女
性らしさ」や「男性役割」のステレオタイプが影響しているのかもしれません。
　しかし、企業選びの意識ははっきりしています。電通総研コンパスの調査によると、就職先を
選ぶ上で、給与や職場の雰囲気の次に、SDGsに対する姿勢や取り組みを重視するという回答が
19.1%に上っています。特にSDGsへの取り組みが企業選びに「とても影響する」または「少し
影響する」と答えた就活生は９割を超えています。彼らが重視する最大の理由は、「将来性のある
企業だと判断できるから」（54.6%）なんです。
　さらに、SDGs17の目標の中で、最も関心が高いのが「5.ジェンダー平等を達成しよう」（35.7%）
です。これは、若者が社会を変える力を持つ企業や目標を重視する「エシカル就活」の傾向を裏付
けています。
刷り込まれるステレオタイプと「静かなバックラッシュ」
　若い世代はジェンダー課題に敏感なんですが、同時に、早い段階からジェンダーステレオタイプ
が刷り込まれているという問題もあります。
　東京都の調査（令和５年度）によると、進路・職業について「性別による思い込みがある」と答
えた高校生は53.9%で、小学生の41.1%よりも割合が高くなっています。特に、理系科目は男性
の方が得意だと女性で33.2%が思っており、文系科目は女子の方が得意だという意識も見られます。
家事・育児についても、男女ともに約５割が「女性の方が向いている」と考えているんです。
　こうした思い込みは、主に親・保護者（55.9%）からの影響が非常に大きいことがわかっています。
私たちはアンケートやヒアリングを通して、「男は泣くな」「女の子なんだから可愛くしとけばいい
んだよ」といった、過去に言われた「男らしく/女は○○」という言葉に今もモヤモヤを感じてい
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る若者の声を多く聞いています。
　そしてもう一つ、深刻なのが「静かなバックラッシュ」（反動）の兆候です。
　「男性は平等を支えるために多くを求められすぎている」と感じる日本人の割合は、2019年の
調査から６年間で10ポイント以上上昇し、45%に達しています。Z世代の男性の中には、平等へ
の試みを「やりすぎだ」（30%）と感じる人も増えているんです。広報や若者の声を聞く活動をし
ていると、「自分たちの世代が不平等をゼロにしたわけではないのに、なぜ自分たちが（女性優遇
に見える）負の遺産を背負わなきゃいけないのか」という声も聞かれます。
　ジェンダー平等は、女性のためだけじゃなく、男性も「男だからこうしなきゃいけない」という
生きづらさから解放されるためのものだというメッセージを、もっと丁寧に共有していく必要があ
ります。
若者の声を政策につなぐ「橋渡し役」
　私たちは、若い人たちの声が社会に届きにくく、「形だけの参画」に留まる現状を非常に問題視
しています。
　そこでGENCOURAGEは、若者の声と社会をつなぐ「橋渡し役」が必要だと考えています。
　2020年には、内閣府男女共同参画局が実施した「第５次男女共同参画基本計画」の素案へのパ
ブリックコメント（パブコメ）に対し、「#男女共同参画ってなんですか」というプロジェクトを
立ち上げました。難しい素案の内容を若者向けに分かりやすく伝え、結果、フォロワーゼロの状態
から約１ヶ月間で1050件ものユースの意見を集めて国に提出しました。
　このユースの意見は、専門調査会の資料となり、就活セクハラ対策や緊急避妊薬のOTC化の検
討といった具体的な政策検討につながったんです。選択的夫婦別姓の議論も巻き起こりました。
　こうした成功体験を通じて、若者が「自分の行動で社会は変えられる」という実感を持つことが
非常に重要だと感じています。
　私たちの主軸である「ジェンカレ」プログラムでは、ジェンダーについて学び（レクチャー）、
対話（ワークショップ）を通じて、自分たちの身近な問題に気づき、行動を起こす（アクション）
方法を学びます。
　ゼミ生たちからは、多様なアクションが生まれています。例えば、「包括的性教育の拡充をめざ
した武蔵野市議会への陳情提出」、さらには「男性アクティビストを増やす会」の発起など、ジェ
ンダー課題は、性教育、ビジネス、地域、家族など、あらゆる分野に関わっていることがわかります。
　若者が変われば社会が変わる、と短
絡的に言うつもりはありません。今の
大人の皆さんによる取り組みと、若者
世代への継続的な教育や機会の提供、
両方のアプローチが不可欠です。
　性別にとらわれず、誰もが自分らし
く生きられる社会をめざして、私たち
一人ひとりにできることを行動に移し
ていきましょう。
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第２部：トークセッション
　　　　「ジェンダー平等の実現に向けて、今日から私ができること」

コーディネーター：櫻井 彩乃
パネリスト： 　　　 2025年５月24日に開催されたプレイベント「1day ジェンカレ in 日本女性

会議2025橿原」参加者の中から選出された大学生
岩
いわ

元
もと

優
ゆ

芽
め

（奈良大学　文学部１年）
福
ふく

田
だ

実
み

莉
り

（奈良教育大学大学院　修士課程２年）
沼
ぬま

田
た

彩
さ

希
き

（帝塚山大学　法学部２年）
金
かな

城
しろ

光
ひかり

（帝塚山大学　法学部２年）

櫻井　
　ここからは、５月の1dayジェンカレin日本女性会議2025橿原に参加し、その後アクションを
した４人の学生さんと一緒にパネルディスカッションをしていきたいと思います。５月のイベント
にどんなことを思って参加し、その後どんなことをしたのか、お話を聞いていきたいと思います。
金城　
　私は大学の先生から「1dayジェンカレ」を紹介してもらい、興味があったので参加しました。
ゼミでもジェンダーについて勉強していますが、ゼミでは仲間内での感想を言い合うだけです。ジェ
ンカレに参加したことで、今まで勉強してきた仲間たちと、参加してくださった他の方たちとも意
見を交換できたので、とても良かったと思っています。
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沼田　
　私も大学のゼミの先生から紹介していただいて参加しました。以前からジェンダーに関して興味
がありました。自分の考えを共有し、その場で他の人の意見を聞いて、私の中で考えつかない意見
もあったのでなるほどと思い、学びになってよかったと感じています。私が元々興味を持ったのは、
性別によっての役割とか、性別に沿ったことをしなきゃいけないとかあまり思わなかったからです。
性別とは違う心の性別のような形にも共感できるところがあったので、興味を持ちました。

岩元
　普段は文化財について学んだりしています。大学の先生が「こんなのあるよ」って紹介してくだ
さって、参加しました。参加して良かったのは、保育とか、ファッションとか、自分の全く知らな
い世界でのジェンダーギャップについて深めることができたことです。

自己紹介

11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原にに参参加加しし、、ジジェェンンダダーー平平等等のの実実現現にに向向けけてて、、
私私はは今今回回ジジェェンンカカレレでで学学んんだだ事事やや自自分分のの意意見見ななどどをを家家族族やや友友人人にに話話をを
ししままししたた。。

MY ACTION REPORT
ジェンダー平等の実現に向けた

取り組んでみての自分や周囲の変化、感想

自分の変化

性性別別ににつついいててのの世世間間のの問問題題をを改改めめてて
知知りりそそれれをを人人にに伝伝ええるる、、説説明明すするるののはは
改改めめてて難難ししいいここととだだとと感感じじままししたた。。
当当然然でですすがが人人そそれれぞぞれれ意意見見ががああるるののでで
違違うう意意見見ででもも正正ししいいとと思思ううここととががあありり
ままししたた。。

周囲の変化

納納得得すするる人人やや肯肯定定的的考考ええのの人人ははももちち
ろろんんいいままししたたがが逆逆にに少少しし否否定定的的なな意意見見
ももあありりままししたた。。例例ええばば「「思思ううののはは別別にに
いいいいけけどど男男ととししてて、、女女ととししててのの役役割割はは
ししななけけれればばななららなないい」」とといいうう意意見見でで正正
ししいいでですすがが否否定定的的とと感感じじままししたた。。

名前： 沼田彩希

所属：帝塚山大学法学部法学科

私私ははにに興興味味をを持持ちち、、下下記記ののここととにに取取りり組組みみままししたた。。

ジェンダー平等に向けて取り組んだこと

11 取り組んだこと

22 テーマ選定理由

※※いいつつどどここでで誰誰にに何何ををししたたののかか詳詳ししくく書書ききままししょょうう！！

33 アクション選定理由

友友人人たたちちはは賛賛否否両両論論だだっったた。。「「好好
ききににししたたららいいいい」」ななどど肯肯定定的的ででははああ
るるがが興興味味ががなないい人人ももいいたた。。ままたた「「男男
ががススカカーートトははくくののははむむりり」」とといいうう意意
見見ももああっったた。。ししかかしし話話をを聞聞いいてていいるる
とと似似合合っってていいれればばいいいいみみたたいいなな考考ええ
ががすすここししああっったた。。

■家族
昭昭和和のの人人ななののででややははりりジジェェンン

ダダーーににつついいててはは「「変変」」「「おおかかししいい」」
とといいうう意意見見がが多多くく違違和和感感ししかかなないいとと
いいうう反反応応だだっったた。。ししかかしし同同時時にに納納得得
ししててくくれれるる件件ももああっったた。。

アクションの様子

■友人

感想

私私ははここののアアククシショョンンををししててみみててジジェェンンカカレレのの時時ののよよううににみみんんなながが肯肯定定的的ででははななくく
肯肯定定もも否否定定ももああるる様様々々なな意意見見がが多多数数ああるるとと改改めめてて知知りりままししたた。。中中ににはは否否定定的的ででははああ
るるがが正正ししいいここととをを言言っってていいるるよよううなな意意見見ももああっってて悩悩ままししいい内内容容だだとともも思思いいままししたた。。
ししかかしし知知るるここととでで考考ええがが変変わわるるとといいううここととももああるるとと思思いいままししたた。。
私私はは今今後後、、生生駒駒市市ののジジェェンンダダーーフフリリーーウウィィーークク((男男女女平平等等参参画画))にに参参画画ししよよううとと考考ええ
てておおりりまますす。。

写真／イラストなど

家族には家で夜のご飯食べた後に、友人には大学の休憩時間
にジェンカレで学んだ事やそれに参加して思ったことを話しまし
た。

以前から人と話してみたい内容だったからです。

様々な人にジェンダーについて少しでも知ってほしいと思ったか
らです。
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福田
　私は普段、仮名書道教育の研究をしています。他の３名と同じく、大学の先生からの紹介で参加
しました。今までは、自分の主観的な意見しかなかったのですが、他の参加者の方々の意見を聞い
て、ジェンダーに関する様々な価値観や、モヤモヤした経験などを知ることができて、とても良かっ
たと思っています。

１．学生によるアクションとその成果・課題
櫻井　
　ここから皆さんそれぞれ取り組んだことをお話しいただきたいと思います。
金城　
　私のアクションした内容は、友達に一人でもできる
ような内容にしたいと思い、友達に対してジェンダー
についてどこまで知っているかが気になり、心象を調
べることにしました。県庁さんなどに行って話をする
のはまだ自分にはレベルが高いと思ったので、初めの
一歩として友達と実際に喋ることにしました。
　活動をしてみてよかったことは、友達がジェンダー
について知ることができたことです。やっぱり自分だ
け知っていても広めることができないので、少しでも
多くの人に知ってもらうことで広まっていくのではな
いかと思ったからです。難しかったことは、友達がジェ
ンダーについてそこまで知ってるわけではないので、どういうふうに簡単に簡潔に、相手に伝える
ことができるのかというのがすごく難しかったです。私自身、説明が苦手なところもあって、ちょっ
とぎこちない話し方になったと思うんですけど、頑張って伝えることができたので良かったと思っ
ています。話すときに、イラストとか漫画形式のような見えるものがあれば、分かりやすく埋めて

自己紹介

11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原にに参参加加しし、、ジジェェンンダダーー平平等等のの実実現現にに向向けけてて、、
私私ははジジェェンンダダーーのの視視点点かかららのの進進路路支支援援のの一一考考察察をを行行いいままししたた。。

MY ACTION REPORT
ジェンダー平等の実現に向けた

取り組んでみての自分や周囲の変化、感想

自分の変化

11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原にに参参加加すするる前前
はは、、ジジェェンンダダーーににつついいててのの知知識識をを
持持っってていいたたもものののの、、性性的的ママイイノノリリ
テティィにに関関ししててのの配配慮慮ににししかか焦焦点点ががなな
くく、、現現代代にに蔓蔓延延るるジジェェンンダダーーにに関関すす
るる無無意意識識ののババイイアアススににつついいてて考考ええたた
ここととががななかかっったた。。  11ddaayyジジェェンンカカレレiinn
橿橿原原にに参参加加ししたたここととにによよっってて、、よよりり
「「自自分分事事化化」」すするるここととががででききたた。。

周囲の変化

講講義義ででのの発発表表のの後後、、奈奈良良教教育育大大学学のの先先生生方方かからら
様様々々ななごご意意見見・・アアドドババイイススをを頂頂戴戴すするるここととががでで
ききたた。。「「発発表表でで考考察察ししたたカカリリキキュュララムムはは、、新新たた
なな視視点点ででのの提提案案ででああっったた」」とといいううごご意意見見にに加加ええ、、
ジジェェンンダダーーををめめぐぐるる様様々々なな社社会会課課題題がが自自身身のの
キキャャリリアアををデデザザイインンすするるこことととと、、どどののよよううにに関関
係係すするるののかかをを考考ええてていいくくここととはは、、子子どどももたたちちがが
自自分分のの進進路路選選択択をを考考ええるる上上でで大大切切ななここととででああ
るる」」とといいうう評評価価ををいいたただだいいたた。。

名前：福田 実莉

所属：奈良教育大学大学院修士課程

研究分野：仮名書道教育、左利き

私私ははジジェェンンダダーーのの視視点点かかららみみたた進進路路支支援援ののアアププロローーチチにに興興味味をを持持ちち、、下下記記ののここ

ととにに取取りり組組みみままししたた。。

ジェンダー平等に向けて取り組んだこと

11 取り組んだこと

22 テーマ選定理由

33 アクション選定理由

奈奈良良教教育育大大学学のの中中でで、、「「教教育育課課程程のの編編成成ににおおいいてて自自分分にに何何ががででききるるかか」」とといいうう題題
ののももとと、、  11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原でで得得たた経経験験をを活活かかししてて「「ジジェェンンダダーーのの視視点点かかららのの
進進路路支支援援のの一一考考察察」」ににつついいてて考考ええ、、発発表表ししたた。。

■発表の概要

教教育育基基本本法法、、学学習習指指導導要要領領ととのの関関わわりりやや奈奈
良良県県ののキキャャリリアア教教育育のの課課題題ににつついいてて整整理理しし
たたううええでで、、自自分分のの性性別別にに捉捉わわれれずず「「自自分分のの
適適性性にに応応じじたた進進路路のの選選択択」」ががででききるる生生徒徒をを
育育ててるるとといいうう目目標標をを立立てて、、カカリリキキュュララムムのの
編編成成をを考考ええたた。。

アクションの様子

■ 講義の中での発表

感想

今今回回のの考考察察ににおおいいてて、、  11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原ででのの議議論論でで得得たた意意見見ややニニーーズズをを踏踏ままええ
たたううええでで、、学学習習指指導導要要領領やや先先生生方方ののごご指指導導をを受受けけななががららカカリリキキュュララムムをを考考ええてていいくく
ここととががでできき、、良良いい経経験験ととななっったた。。今今回回はは概概要要ののみみのの考考察察ででああるるたためめ、、実実現現にに向向けけてて
よよりり具具体体的的なな計計画画をを考考察察ししてていいききたたいい。。

ふくだ みり

奈奈良良教教育育大大学学のの講講義義ににおおいいてて、、「「ジジェェンンダダーーのの教教育育をを取取りり入入れれたた進進路路支支援援」」ににつついい
てて考考察察しし、、発発表表ししたた。。

教教育育にに焦焦点点をを当当ててててジジェェンンダダーーににつついいてて考考ええててみみたたいいとと思思っったたかからら。。

議議論論のの中中でで、、「「理理系系女女子子」」とといいうう単単語語やや、、「「管管理理職職はは男男性性がが多多いい」」「「女女性性はは接接客客がが
向向いいてていいるる」」とといいうう無無意意識識ののババイイアアススががああるるここととをを知知りり、、進進路路支支援援ににおおけけるるジジェェンン
ダダーーのの視視点点かかららののアアププロローーチチににつついいてて考考ええたたいいとと思思っったたかからら。。

■■キキーーワワーードド
性性のの多多様様性性、、男男女女平平等等、、男男女女共共同同参参画画、、ゲゲスストトテティィーーチチャャーー、、自自己己分分析析シシーートト、、
キキャャリリアアパパススポポーートト
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これたのではないかと思いました。
沼田　
　私のアクションした内容としましては、1dayジェ
ンカレで学んだことや感じたことなどを、友人や家族
などいろんな人に話して、ジェンダー平等とは何かと
か、現状どのような問題があるのかを共有したことです。
　やってみて良かったことは、ジェンダー平等といっ
ても、最初は当事者とか自分の身近なことは少ないと
思っちゃうことが多いんですが、話してみると、「女
の子は座ってて足を開けちゃいけない」とか、「男の
子はかわいいものを好きじゃ駄目」とかいう、そうい
う点で共有・共感できたことです。たくさんの方が共
感してくださって、ジェンダーのことを他人事ではな
く、身近に感じてもらうことができて良かったです。
　難しかったことは、やっぱり全部というのはあんまり広がってないもので、理解してもらうこと
が難しくて、反対意見とは言いませんが、やっぱりよく思わなかったり、性別に沿った役割が正し
いと思う人が何人かいたことです。若い世代の方々はあんまりそういう意見は少なかったんですが、
やっぱり上の世代の方は、価値観が変わっていて、そういうのは良くないっていう方が少し多かっ
た気がします。親とジェンダーについて話すのはハードルが高かったですが、チャレンジしました。
岩元　
　私が主に行った活動は三つあります。一つ目が、自
分の通ってる大学図書館での「女性と歴史」という
テーマ展示です。この活動を通して、こういうことあっ
たんだとか、逆にこういうときは案外男女平等だった
んだ、といういろんなことを知ることができました。
元々、伝統とか歴史と言われていることに懐疑的になっ
た方がいいのかな、と思ったりしました。
　二つ目の活動が、女性の体についての理解を深めよ
うということです。私自身、小学校中学校でそういっ
た教育をあまり理解してなかったんですが、自分で実
際に産婦人科に行ってみました。行ってみたら、女性
の体について書かれた資料が無償で配布されていることを知ったり、そういう取り組みがあること
も知れて良かったです。私は元々生理痛がひどくて、受験勉強中に２週間ぐらい寝込んだりして、
勉強的にロスしていた経験があります。今は漢方をすすめていただいていますが、親身になって相
談してくれるドクターを見つけ、「何かあったときに駆けつけるところ」ができたのはすごくいい
ことだと思っています。
　三つ目が、医療と性的マイノリティについて調べる活動です。レズビアンと産婦人科というテー
マを挙げている本を読んで、性的マイノリティを持っていると、アウティングをしてしまう恐れが
あるので、医療にかかりづらいという話を聞きました。どんな性別であれ、医療に関わることへの
抵抗とかがない方がいいと思ったので、この問題を伝えたいと思っています。
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福田　
　私は教育課程の編成という課題に対し、1dayジェ
ンカレで学んだことをどうやって教育に取り入れるこ
とができるかを考えました。「性別にとらわれること
がなく、自分の適性に応じた進路の選択ができる生徒
を育てる」というテーマのもと、「ジェンダーの視点
からの進路支援の一考察」という題で教育課程の編成
を考察し、大学の授業で発表しました。性の多様性は、
やはり悩んでいる方でなければ、“自分ごと”化する
ことが難しいテーマだと思います。例えば、私は髪型
を刈り込みにしたら「女の子なのに…」と言われた経
験があります。こういう小さなモヤモヤは誰しもが経
験していることだと思います。そのような身近な経験から、“自分ごと”化することが大事だと思
いました。授業で発表したときに現職の先生方から「新しい視点での考察、提案でとても良い」と
いうような意見をいただきました。ただ、「カリキュラムが限られている学校という場では実現が
難しいかもしれない」という意見もいただいたので、現場の先生方にも意見を頂戴した上で、配慮
し、考察を深めていく必要があると思います。

２．アクションを通じた気づきと今後の展望
福田　
　私は、参加者と、自分自身が経験したジェンダーに関するモヤモヤについて交流した時に、多様
なモヤモヤがあることに気が付くことができました。特に、男性の方が持つモヤモヤに対して衝撃
を受けました。ジェンダーに関するモヤモヤはそれぞれで違い、多様にあることを知ることができ
ました。この経験はとても良いものだったと思います。
岩元　
　私は、自分の学んでいることと何か繋げることがあるんじゃないかと考えて、無形文化財（お祭
り、だんじり）とジェンダーを繋げて考察しました。だんじりの「女人禁制」は命がけで行う祭事
で、身体に触れてしまうリスクや力の差に気を使えないという点も踏まえて、一概に悪いことでは
ないのかな、とも思っていて、女性が事故で亡くなった例があったり、文化を守るために線引きを
しているという側面も考えていくと、逆の視点での深まりがありました。
金城　
　私は、なかなか自分から挑戦していくタイプではなかったので、今回自分でアクションを考えて、
実際に行動を起こしてみて、やっぱり一歩踏み出すのが大切なんだと自分の中では思いました。「結
果はどうであれ、自分の実際に行動を起こすことは大切ではないか」と思いました。

３．今後していきたいアクション
金城　
　日本人だけでなく海外の人にもジェンダーについて知ってほしいという気持ちがあり、スペイン
語を使って海外の人向けに講演を開いてみたいです。
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沼田　
　私がしたアクションはほぼ日本人相手だったので、海外の方のジェンダーの意識や価値観につい
て調査してみたいと思いました。
岩元　
　私は高校受験のときに生理の影響で月に２週間ほど大きく体調を崩したりしていたので、放置し
ちゃいけないよという啓発リーフレットのような、知識を身につけられるものを作りたいです。ま
た、性的マイノリティを持つ人が医療にかかることに抵抗がある問題について、苦しんでいる人の
データがないことが課題なので、どんな性別の人であれ、医療に関わることに抵抗がなくなるため
の活動を考えたいです。
福田　
　私は左利きで書道を勉強していて、「左利きなのに何で？」と言われることでモヤモヤを感じて
います。これは、ジェンダーのモヤモヤと似ていると感じました。ジェンダーの問題に限らず、多
様な価値観や多様な個性を認めることができる生徒を育てるためにはどうすればいいのかというこ
とを、教育の中で考えたいなと思っています。

４．総括
櫻井　
　皆さんそれぞれのアクションは、誰かに何か伝えるとか、一歩踏み出すってすごくハードルがあ
ると思うんですが、素晴らしいことです。やはり、先生の影響はすごく大きいです。学校は平等だ
と思われがちですが、一人ひとり刷り込まれたものって自然と出てしまうので、ジェンダーや多様
性の視点から取り組むことは本当に重要だと思います。
　私たちは、これまで多くの方が声を上げてくださったおかげで社会は前に進んで、今、次のステー
ジの入口に立っている、ドアが開いている状態だと思います。若い人は平等の意識を持っているか
ら大丈夫だと期待されがちですが、残念ながらそうではないんです。無意識のうちに刷り込まれて
いるものをしっかりと把握して、再生産しないということを作っていく必要があります。
　今、若い人に聞いていると、この先の未来を見通せないという人が非常に多いんです。そんな社
会では、変化は起こりにくいと思います。この国の若い人が何か未来に希望を持てるように、しっ
かり若い人の声を聞いて、若者をその中に入れて、若者を応援するということをぜひしていただけ
たらと思っています。
　ジェンダーギャップ解消まであと123年かかると言われていますが、昨年は133年でした。この
１年間で10年縮んだんです。ここにいる一人ひとりが日々の生活を変えて、それを周りにちょっ
とずつ広げていくことができれば、その期間はさらに縮まっていくんじゃないかなと思います。性
別に関係なく、一人ひとりが自分らしく生きられる社会を作っていきましょう。


